
  

第４回  旧永山武四郎邸及び旧三菱鉱業寮保存活用等検討委員会  

	 

日時	 平成２６年３月２６日（水）	 	 	 	 

１５時００分～	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

会場	 札幌ユビキタス協創広場	 U−cala	 

	 

次	 	 	 第	 

	 

	 

１	 開	 会	 

	 

	 

２	 検討事項と検討スケジュールの確認（資料-１）	 

	 

	 

３	 資料説明	 

・	 簡易耐震診断結果（資料-２）	 

・	 保存活用に向けた前提条件と課題（資料-３）	 

・	 保存活用の整備概要（案）（資料-４）	 

・	 今後のスケジュール（資料-５）	 

・	 参考資料	 

	 

	 

４	 議	 事	 

１）	 耐震診断結果について（資料-２）	 

２）	 保存活用に向けた前提条件と課題整理について（資料-３）	 

３）	 保存活用の整備概要について（資料-４）	 

４）	 今後のスケジュールについて（資料—５）	 

	 

	 

５	 その他	 

	 

６	 閉	 会	 
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平成 25年度   旧永山武四郎邸及び旧三菱鉱業寮保存活用検討委員会   検討事項と検討スケジュール  

検討事項   検討スケジュール  

旧永山武四郎邸及び旧三菱鉱業寮

保存活用基本計画   目次（案）  

第１回

委員会  

第２回

委員会  

第３回委

員会  

第４回  

委員会  

            精査再整理して取りまとめ	 

１  計画策定にあたって            	 	 

（１）	 計画策定の背景・目的	 ●                        ◎  

（２）	 検討経緯・スケジュール	 ●            ◎  

	               

２  旧永山武四郎邸及び旧三菱鉱

業寮の現状と価値  

              

（１）	 旧永山武四郎邸の概要	 ●            ◎  

（２）	 旧三菱鉱業寮の概要	 ●            ◎  

（３）	 敷地の概要	    ●         ◎  

（４）	 周辺資源	 ●            ◎  

（５）	 運営管理の状況	    ●         ◎  

（６）	 旧三菱鉱業寮の建築的価値	    ●   ●  

  

参考資料 P14（当時の使

われ方のヒアリング結果追加）	 
◎  

	               

３  旧永山武四郎邸及び旧三菱鉱

業寮保存活用の基本方針  

              

（１）	 基本的な考え方	 

	 	 （保存・活用・管理運営方針）	 

   ●  

  

●  

  

   ◎  

（２）	 保存・活用の方針	    ◯   ●   参考資料 P21、22	 

（前回議論を受けて加筆）  
◎  

	               

４  保存活用に向けた前提条件と

課題整理  

  

  

   	 	 

（１）	 耐震性能の要求条件	    ◯   ●   資料-2,3●  
（調査結果確認）  

◎  

（２）	 関連法規	    ●   ●   資料-3●  

（事業条件制約の有無による

ケーススタディ検討追加）  

◎  

（３）	 バリアフリーへの対応	    ◯   ◯      ◎  

（４）	 施設老朽箇所	       ●   資料-3◯（加筆）   ◎  

（５）	 事業者ヒアリング結果	          資料-3●（新規追加）   ◎  

	               

５  保存活用の整備概要	       ●   資料-4●   ◎  

  

資料-1	 

  

簡易耐震診断・建物詳細調査

（11 月実施）  



旧永山武四郎邸及び旧三菱鉱業寮保存活用等検討委員会（第 4 回）	 

＜ 診 断 結 果 ＞ 	 

○ 旧 三 菱 鉱 業 寮 	 

	 	 	 

	 

○ 旧 永 山 武 四 郎 邸 	 

	 

	 

※評点と判定について	 

	 

	 

＜ 診 断 方 針 ＞ 	 

○ 診 断 方 法 	 

「木造住宅の耐震診断と補強方法（2012 年改訂版）」（財団法人	 日本建築防災協会）による	 

一般診断法を適用する。	 

	 

○ 必 要 耐 力 Q r に つ い て 	 

	 ・必要耐力の算出について、当該建物は「軽い建物」と判断した。	 	 

	 

・札幌市の設計積雪深（H=1.4ｍ）を見込む。	 

	 ・屋根勾配が不明のため、屋根勾配による低減は考慮していない。	 

	 

	 

	 

○ 壁 体 の 仕 様 に つ い て 	 

・外壁について、下見板貼りの範囲については、木ずりを釘打ちした壁（壁倍率 0.8）、モル

タル仕上げの範囲については、木ずり下地モルタル塗（壁倍率 2.2）と同等として扱った。	 

・内壁について、オリジナルと考えられる壁は、土塗壁（塗厚 50 ㎜未満、横架材 7 割以上、

壁倍率 1.5）とした。改修が認められた範囲は、壁仕上げ不明（壁倍率 2.0）とした。	 

	 

○ 基 礎 の 仕 様 に つ い て 	 

	 ・旧三菱鉱業寮について、現地調査の結果、無筋であったため、「基礎Ⅱ」とした。	 

	 ・旧永山武四郎邸について、基礎の補強工事が行われているため、「基礎Ⅰ」とした。	 

	 

	 

○ 接 合 部 に つ い て 	 

	 ・旧三菱鉱業寮について、羽子板ボルト等の使用が確認されたが、建物全体に使用されているかどうか

不明であり、「接合部Ⅳ」とした。	 

	 ・旧永山武四郎邸について、「接合部Ⅳ」とした。	 

 

	 

○ 床 の 仕 様 に つ い て 	 

	 ・旧三菱鉱業寮について、火打ち材の使用が確認されたが、建物全体に使用されているかど

うか不明であり、「床仕様Ⅲ」とした。	 

	 ・旧永山武四郎邸について、「床仕様Ⅲ」とした。	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

方
向

階
必要耐力
Qr(kN)

壁・柱の耐力

Qu（kN）

配置等によ

る低減係数

劣化度によ

る低減係数

保有する耐力

edQu(kN)
評点

上部
構造評点

判定

2 154.36 157.27 1.00 0.82 128.67 0.83

1 294.20 201.59 0.80 0.85 136.46 0.46

2 154.36 112.49 0.80 0.82 73.63 0.48

1 294.20 182.85 0.80 0.85 123.78 0.42

0. 42 倒壊する
可能性が高い

X

Y

方
向

階
必要耐力
Qr(kN)

壁・柱の耐力

Qu（kN）

配置等によ

る低減係数

劣化度によ

る低減係数

保有する耐力

edQu(kN)
評点

上部
構造評点

判定

X 1 78.90 65.00 0.80 1.00 52.00 0.66

Y 1 78.90 43.30 0.80 1.00 34.60 0.44
0. 44 倒壊する

可能性が高い

上部構造評点 判定

1.5以上 倒壊しない

1.0以上～1.5未満 一応倒壊しない

0.7以上～1.0未満 倒壊する可能性がある

0.7未満 倒壊する可能性が高い

軽い建物 重い建物 非常に重い建物

0.28Z 0.40Z 0.64Z

2階 0.37Z 0.53Z 0.78Z

1階 0.83Z 1.06Z 1.41Z

ここで、 軽い建物：スレート板、鉄板葺き

重い建物：桟瓦葺き

非常に重い建物：土葺瓦屋根

Z:地域係数（札幌市は0.9）

2階建て

平屋建て

対象建物

グレード 仕　　様

基礎Ⅰ 健全な鉄筋コンクリート基礎またはべた基礎

基礎Ⅱ
ひび割れのある鉄筋コンクリートの布基礎またはべた基礎、無筋コンクリートの布
基礎、柱脚に足固めを設けた玉石基礎

基礎Ⅲ その他の基礎

グレード 仕　　様

接合部Ⅰ 平成１２年建設省告示１４６０に適合する仕様

接合部Ⅱ 羽子板ボルト、山形プレートＶＰ、かど金物ＣＰ－Ｔ、ＣＰ－Ｌ、込み栓

接合部Ⅲ ほぞ差し、釘打ち、かすがい等（構面の両端が通し柱の場合）

接合部Ⅳ ほぞ差し、釘打ち、かすがい等

床仕様 診断項目 想定する床倍率

Ⅰ 合板 1.0以上

Ⅱ 火打ち＋荒板 0.5以上1.0未満

Ⅲ 火打ちなし 0.5未満

資料-２	 



旧永山武四郎邸及び旧三菱鉱業寮保存活用等検討委員会（第 4 回）	 

＜ 補 強 案 	 旧 三 菱 鉱 業 寮 ＞ 	 

① 基 礎 の 補 強 	 

現地調査の結果、現状では外周部にのみ布基礎が設けられており、内部の床下は束により支

持されていた。よって、外周部は布基礎を増設し、内部には布基礎の新設を行う。	 

基礎工事を行うため、工事の際は曳家を行い、建物を H=1,400 ㎜程度ジャッキアップする必

要がある。また、基礎と土台は金物による接合を行う。	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

② 耐 力 壁 の 新 設 不 足 耐 力 	 	 	 	 	 	 	  

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

※不足耐力の算出は配置による低減を診断時と同等としている。	 

※不足耐力の算出は劣化による低減を見込んでいない。	 

※補強量は構造用合板（耐力壁仕様、基準倍率 5.2）による補強として算出しており、接合部

の低減はないものとしている。また、片側からのみの補強としている。	 

※補強量の算出は一般診断の結果による概算数量のため、精密診断による検討の結果と相違が

生じる可能性がある。あくまでも補強のイメージを把握するための参考値である。	 

	 

・ 補 強 位 置 図 （ 案 ） 	 

補強工事には必ず既存仕上げの解体と復旧が生じる。外観保存に重きをおく場合、内部間仕

切りの解体・復旧が生じるため、平面上の自由度はなくなる。内観保存に重きを置く場合は、

外壁面の下見板等の解体・復旧が生じるため、2 階腰壁上のモルタル壁については解体して、

新規で施工することとなる。	 

状況に応じて適時、補強方法を選択していくことが望まれる。	 

	 

	 

基礎補強位置図案	 

曳家ｲﾒｰｼﾞ	 基礎増設イメージ	 

ﾎｰﾙﾀｳﾝ金物使用例	 

1 階	 補強位置案	 

X	 

Y	 

X	 

Y	 

曳家イメージ	 

方
向

階
必要耐力
Qr(kN)

保有する耐力

edQu(kN)
評点

不足耐力
（kN）

補強量
（ｍ）

2 154.36 128.67 0.83 25.69 4.94

1 294.20 136.46 0.46 197.18 37.92

2 154.36 73.63 0.48 100.91 19.41

1 294.20 123.78 0.42 213.03 40.97

X

Y



旧永山武四郎邸及び旧三菱鉱業寮保存活用等検討委員会（第 4 回）	 

	 

	 

③ そ の 他 の 補 強 	 

・ 1 階 床 面 、 2 階 床 面 の 補 強 	 

	 床面の水平力を無理なく耐力壁に伝達するために床面の水平剛性を確保するために補強が

必要となる。補強の方法としては下記の 2 通りが一般的である。	 

a.構造用合板による補強	 

b.ブレースによる補強	 

	 合板による補強が最も一般的であるが、床面をはがす必要がある。ブレース補強は床下から

の施工が可能であり、床面の解体が必要ない。状況により適時選択しての補強が望まれる。	 

	 

	 	 

	 	 	 	 	 合板による補強イメージ	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ブレースによる補強イメージ 	 	 

	 

	 

	 

・ 屋 根 、 小 屋 組 の 補 強 	 

	 床面と同様に屋根面の水平力を無理なく耐力壁に伝達させるため、屋根面と小屋組全体で水

平剛性を確保することが望ましい。補強方法としては下記の方法が考えられる。	 

	 	 a.構造用合板による補強（屋根水平構面の補強）	 

b.水平ブレースによる補強（屋根水平構面の補強）	 

c.雲筋違いによる補強（桁行方向の補強）	 

	 	 c.小屋筋違いによる補強（梁間方向の補強）	 

	 	 d.継手、仕口等の接合部補強	 

	 床面同様に状況に応じて適時選択しての補強が望まれる。	 

また、下屋部分についても同様に下屋の水平構面と 2 階床面の力の伝達がスムーズに行われ

るように補強を行う必要がある。	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

・ 接 合 部 の 補 強 	 

	 改修にあたり、全ての接合部を金物にて補強

を行うことが望ましいが、現実的ではないため、

最低でも基礎と土台の結合、新規に設ける耐力

壁付近の横架材や柱の接合部、屋根小屋組の各

部 材 の 継 手 に つ い て は 補 強 を 行 う こ と を 推 奨

する。	 

	 

・ 劣 化 部 （ 腐 朽 、 蟻 害 ） の 補 修 	 

木 構 造 の 建 物 の の 耐 震 性 能 は 軸 組 構 造 が 健

全であることを前提として行う。よって、蟻害

や腐食している木部材については、部材の更新

等の対策を講じる必要がある。もちろん耐震性

能に直接関係するのは木軸組であるため、軸を

構成する部材のみ改善すれば、耐震性の観点か

らは十分であるが、今後、継続して建物を使用

していくためには、構造とは関係ない部材にお

いても、改善する必要があると考えられる。	 

	 

	 

2 階	 補強位置案	 

X	 

Y	 

雲筋違・小屋筋違補強ｲﾒｰｼﾞ	 構造用合板による補強例	 継手ﾌﾟﾚｰﾄによる補強ｲﾒｰｼﾞ	 

Z マーク表示接合金物一覧	 

補強位置案（雪なし）	 



旧永山武四郎邸及び旧三菱鉱業寮保存活用等検討委員会（第 4 回）	 

＜ 補 強 案 	 旧 永 山 武 四 郎 邸 ＞ 	 

・ 不 足 耐 力 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 

	 

	 

	 

	 

※不足耐力の算出は配置による低減を診断時と同等としている。	 

※不足耐力の算出は劣化による低減を見込んでいない。	 

※補強量は構造用合板（耐力壁仕様、基準倍率 5.2）による補強として算出しており、接合部

の低減はないものとしている。また、片側からのみの補強としている。	 

※補強量の算出は一般診断の結果による概算数量のため、精密診断による検討の結果と相違が

生じる可能性がある。	 

	 

・ 補 強 位 置 図 （ 案 ） 	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

＜ 耐 震 改 修 実 施 設 計 の 際 、 必 要 な 追 加 調 査 に つ い て ＞ 	 

	 改修設計の実施にあたり下記の追加調査が必要と考えられる。	 

① 旧 三 菱 鉱 業 寮 	 

○ 地 盤 調 査 	 

	 支持地盤についての調査。木造住宅であるのでスウェーデン式サウンディング調査が一般的

と考える。	 

○ 基 礎 掘 削 調 査 ・ ・ ・ 3 箇 所 	 

	 基礎の形状を把握するために掘削調査を行う。	 

○ 基 礎 コ ン ク リ ー ト 強 度 の 確 認 ・ ・ ・ 3 箇 所 	 

	 コンクリートコアを採取しての調査が望ましいが、健全度を把握できればよいため、シュミ

ットハンマーによる調査でもよい。	 

○ 外 壁 面 高 さ 方 向 の 図 面 照 合 ・ ・ ・ 3 箇 所 	 

	 高さ方向の寸法確認のため、仮設足場を設置しての外壁面の図面照合調査	 

○ 破 壊 調 査 	 

	 壁や天井内部の構成を把握するために既存の仕上げを一部解体する。	 

	 	 ・外壁・・・下見板部分	 	 	 ： 	 各階 2 箇所程度	 

	 	 	 	 	 	 	 	 ﾓﾙﾀﾙ仕上げ部分	 ： 	 各階 1 箇所程度	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 （※但し 2 階の腰壁上のモルタル壁と考えられる範囲については、	 

別途対応を協議する必要がある。）	 

	 	 ・内壁・・・大壁部分	 	 	 	 ： 	 各階 1 箇所程度	 

	 	 	 	 	 	 	 	 真壁部分	 	 	 	 ： 	 各階 1 箇所程度	 

	 	 ・天井または床下・・・	 各階 3 箇所程度	 

※解体する箇所については別途協議が必要である。	 

○ 軸 組 図 復 元 調 査 	 

	 補強設計にあたり、構造伏図・構造軸組図が必要となるため、詳細な照合調査を行う。上記

の調査結果も図面作成に反映させる。また、小屋裏の調査を行うため、足場の設置が必要とな

る。	 

○ 図 面 の C A D 化 	 

	 構造伏図・軸組図の CAD 化。また、意匠面においても立面図や展開図の CAD 化が必要となる。	 

	 

② 旧 永 山 武 四 郎 邸 	 

旧永山武四郎邸については、平成 16 年に老朽度調査を行っているが、再度、床下や天井裏

の目視調査を行い、柱や横架材の接合部状況や部材寸法の調査を行うことが望ましい。また、

平成 17 年に行われた保存改修工事の竣工書類等により、実情を把握できると考える。	 

	 

※上記に現在必要と考えられる調査項目を列記したが、委員会での検討の結果、さらに調査項

目が増えることは十分考えられる。	 

※上記の他に電気設備と機械設備の現況調査が必要と考えられる。	 

補強位置案	 

方
向

階
必要耐力
Qr(kN)

保有する耐力

edQu(kN)
評点

不足耐力
（kN）

補強量
（ｍ）

X 1 78.90 52.00 0.66 33.63 6.47

Y 1 78.90 34.60 0.44 55.38 10.65
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・・・壁・天井・床すべてオリジナルと思われる（全てa判定）

・・・床のみ改修されている、もしくは不明（床のみbまたはc判定）
� ����※2F物入の床が不明のc判定。

・・・天井・床が改修されている、もしくは不明（壁のみa判定）
�����※2F縁側の天井・床が不明のc判定。

・・・壁が全て改修され、天井・床は不明（壁b、天井・床c判定）

・・・壁が全てと天井が改修され、床は不明（壁・天井b、床c判定）

・・・壁・天井・床すべて改修されていると思われる（全てb判定）

・・・全て不明

壁の一部に漆喰仕上げ部分があり
その範囲はオリジナルの可能性あり

室内柱について、竣工当時のものか
改修によって追加されたか不明。
追加調査の必要あり。

建具や出窓部分はオリジナル
と思われる

腰壁部分は改修の可能性あり

間仕切り位置が変更された
可能性あり

花台窓

花台窓

花台窓

なぐり仕上
げの角柱

寮であった背景の
見られる御手洗所

寮であった背景の
見られる御手洗所

掃き出し窓

寮であった背景の
見られる電話室

裏動線

特徴的な
応接間

丸窓

特徴的な階段室まわり特徴的な階段室まわり

裏手の
サービス階段

裏手の
サービス階段

気持ちのよい縁側空間
玄関腰壁

＜オリジナル判定（グレード分け）凡例＞ ＜耐震補強凡例＞

・・・耐震壁の新設が望まれる箇所（積雪荷重あり）

※耐震壁新設箇所以外の既存の壁も、全て耐震壁として見込んでいる。

�

A

煙突B

煙突
A煙突

B煙突

※緑字：建築的価値として評価できる箇所（保存）

※オリジナル箇所は可能な限り保存
玄関

ホール

応接室 15帖

床の間

廊下
便所

8帖
和室

和室 床の間

煙突

便所

手洗

床の間

押入

廊下

予備室

押入

警備室

廊下1

2

風除室

通用口 湯沸室

UP

UP

物入

展示室1

2

階段下
物入玄関

ポーチ

3廊下

床の間押入

管理室

会議室

電話室

床の間 床の間

消火
ﾎﾟﾝﾌﾟ室

展示室
ホール

1階平面図

押入

押入飾り棚
和室
10帖

便所

押入

床の間

手洗

床の間

押入

水屋

DN
廊下

物入 縁側

床の間

押入

押入

床の間

下り壁

下り壁

DN 1

2

物入ホール

暖房機
下り壁物入

物入

階段

階段 和室
10帖

和室
20帖

和室
16帖

12.5帖
和室

2階平面図

18.632m2

※既に解体済み

【保存活用整備要件のまとめ】

S＝1：150
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16.5m2 13.7m2

8.0m2

11.2m2

34.3m2 21.8m2

26.0m2

4.0m2

13.7m2

13.7m2

23.3m2

14.9m2

26.0m2

32.8m2

35.9m2

10.8m2

7.8m2

花台窓

花台窓

花台窓

なぐり仕上
げの角柱

寮であった背景の
見られる御手洗所

寮であった背景の
見られる御手洗所

掃き出し窓

寮であった背景の
見られる電話室

裏動線

特徴的な
応接間

丸窓

特徴的な階段室まわり特徴的な階段室まわり

裏手のサー
ビス階段

裏手のサー
ビス階段

玄関腰壁

13.3m2

A

煙突 B

煙突
A煙突

煙突 B

玄関

ホール

応接室 15帖

床の間

廊下

便所

8帖
和室

和室 床の間

煙突

便所

手洗

床の間

押入

廊下

予備室

押入

警備室

廊下1

2

風除室

通用口 湯沸室

UP

UP

物入

展示室1

2

階段下
物入玄関

ポーチ

3廊下

床の間押入

管理室

会議室

電話室

床の間 床の間

消火
ﾎﾟﾝﾌﾟ室

展示室ホール

1階平面図

押入

押入飾り棚
和室
10帖

便所

押入

床の間

手洗

床の間

押入

水屋

DN
廊下

物入 縁側

床の間

押入

押入

床の間

下り壁

下り壁

DN 1

2

物入ホール

暖房機
下り壁物入

物入

階段

階段 和室
10帖

和室
20帖

和室
16帖

12.5帖
和室

2階平面図

コーヒースタンド・厨房：38.2m2

バックヤード：11.2m2
テイクアウト
カウンター

バリアフリー
エントランス

パブリックホールインフォメーションゾーン：55.0m2
ユニバーサルスペース（利用中心）

ユニバーサルスペース：26.0m2
（内覧・休憩中心）

ユニバーサルスペース：26m2
（内覧・休憩中心）

ユニバーサルスペース：35.9＋23.3m2（利用中心）

ユニバーサルスペース：32.8m2（利用中心）

物入：14.m2

管理室：13.7m2

eCYg$8-8'(6*�:=f�

� �N0Q�(!(VF*'N0QW 
1G;�4:�):��(!(��&��PK�� $����

�" 13	=T����������(!(�H
M7�E,�
�����&�PKR.�SJ� 6�7Z2I@� 

 



 4 

�����"$���������������


hK?M\i�

".�'/8'�
eAL�����X��U`������j�_�S>������]Df�

���	j��

,)#18*� ����j��

�6.!08&36 4�� ����j��

2+,8%5'/8'e<I7;O7^dNZVf� �����j��

WQE� ���
j��

P@� ����j��

�

�

�

16.5m2 13.7m2

8.0m2

11.2m2

34.3m2 21.8m2

26.0m2

4.0m2

13.7m2

13.7m2

23.3m2

14.9m2

26.0m2

32.8m2

35.9m2

10.8m2

7.8m2

花台窓

花台窓

花台窓

なぐり仕上
げの角柱

寮であった背景の
見られる御手洗所

寮であった背景の
見られる御手洗所

掃き出し窓

寮であった背景の
見られる電話室

裏動線

特徴的な
応接間

丸窓

特徴的な階段室まわり特徴的な階段室まわり

裏手のサー
ビス階段

裏手のサー
ビス階段

玄関腰壁

13.3m2

A

煙突 B

煙突
A煙突

煙突 B

玄関

ホール

応接室 15帖

床の間

廊下

便所

8帖
和室

和室 床の間

煙突

便所

手洗

床の間

押入

廊下

予備室

押入

警備室

廊下1

2

風除室

通用口 湯沸室

UP

UP

物入

展示室1

2

階段下
物入玄関

ポーチ

3廊下

床の間押入

管理室

会議室

電話室

床の間 床の間

消火
ﾎﾟﾝﾌﾟ室

展示室ホール

1階平面図

押入

押入飾り棚
和室
10帖

便所

押入

床の間

手洗

床の間

押入

水屋

DN
廊下

物入 縁側

床の間

押入

押入

床の間

下り壁

下り壁

DN 1

2

物入ホール

暖房機
下り壁物入

物入

階段

階段 和室
10帖

和室
20帖

和室
16帖

12.5帖
和室

2階平面図

インフォメーションスペース：16.5m2

バックヤード：11.2m2

バリアフリー
エントランス

パブリックホールカフェスペース：91.6m2

インフォメーションスペース：26.0m2
（内覧かねたインフォメーション）

ユニバーサルスペース：26m2
（内覧・休憩中心）

ユニバーサルスペース：35.9＋23.3m2（利用中心）

ユニバーサルスペース：32.8m2（利用中心）

物入：14.m2

管理室：13.7m2
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業務内容 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

耐震基礎診断

検討委員会
（運営支援委託）

基本実施設計
（耐震精密診断含む）

保存活用工事・監理

札幌市協議

※関係部局（企画調整課、行政改革課、財政課、観光企画課、みどりの管理課、中央区土木部、建築保全課、建築工事課）

旧永山武四郎邸及び旧三菱鉱業寮保存活用業務スケジュール概要

１定	 4定	１定	

・　4回開催（8・10・12・3月）	
・　基本計画（案）作成	

完了	

平成26年9月～平成27年8月	

平成27年9月～平成29年3月（延長の可能性有）	

継続は未定	

連携協議	
基本計画（案）作成（3月末）	

基本計画策定（～11月）	

関係部局協議・調整	

パブリックコメント（12月）（実施未定）	

企画調整会議（11月）（実施未定）	

・　4回程度開催（6・9・12・3月）	
・　基本計画作成	

連携協議	

継続を検討	

資料-５	
	


